
風力発電施設の審査に関する技術的ガイドラインの概要

本ガイドラインでは、風力発電施設の風致景観に関する実際の審査の流れについて、３段

階に分けて解説している（別図１のフロー図を参照 。）

第１段階 事業地の選定

風力発電施設による自然景観への影響を小さくするためには、まず眺望の対象となる優

れた自然の風景地が風力発電施設によって直接的に改変されることを防ぐ必要がある。

このため、事業地を選定する段階で、風力発電施設の立地地点が、優れた自然の風景地

を確実に回避することが必要である。

第２段階 概略事業計画の立案

優れた自然の風景地そのものの改変を避けることができたとしても、展望地からの眺望

に対する支障を小さくすることが必要である。

このため、事業地の選定を経て概略事業計画（風車の規模、基数、配置等）を検討する

段階で公園内の主要な展望地の分布状況と眺望特性を把握し、風力発電施設の設置による

主要な展望地からの眺望への支障の程度を、展望地ごとに確認する（別図２のイメージ図

を参照 。）

その結果、支障が大きいと判断された場合は、概略事業計画を修正するか、事業自体を

中止することが必要となる。

一方、重大な支障は生じないが、支障が生じる可能性があると判断された場合は、当該

展望地を「保全対象展望地」として抽出し、次の段階でより詳細な確認を行う。

第３段階 詳細事業計画の立案

第２段階で保全対象展望地の眺望特性を把握した後には、その特性に応じて、眺望保全

、 、のための措置を検討するとともに 講じることとした措置の効果が確実に得られているか

客観的に評価することが必要である。

このため、詳細事業計画を立案する段階で、既往の学術知見、事例等に基づいた眺望保

全のための措置を保全対象展望地ごとにフォトモンタージュを作成すること等により検討

し（別図３フォトモンタージュ参照 、措置を講じた上で生じる眺望変化の程度を予測し、）

措置の妥当性 措置を講じることで眺望への支障が小さなものとなっているか を確認 評（ ） （

価）する。
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風力発電施設の許可審査のフロー図



展望地からの眺望への支障の程度の確認イメージ図

支障小

主眺望方向に介在しない

かつ見込角0.5°未満

支障可能性あり

主眺望方向に介在しないが

見込角0.5°以上

支障可能性あり

主眺望方向に介在するが

眺望対象に介在せず、

見込角も過大でない

支障可能性あり

眺望対象に介在するが

見込角は過大でない

支障可能性大

眺望対象に介在し、

見込角も過大

支障可能性大

主眺望方向に介在し、

見込角も過大

支障可能性大

スカイラインを切断し、

見込角も過大

支障可能性大

眺望対象に介在し、

スカイラインも切断

別図２



別図３

地形を活かした風力発電施設の遮蔽による効果のシミュレーション

設置される構造物をできる限り見えない（隠された）状態にすることは、眺望への支障を

回避・低減するための基本的な措置のひとつ。
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